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制作・発行：㈱BSO 支援企画部 

TEL：(06)6351-5836 

～ タイムリーな情報を、いち早く皆様にお知らせします ～ 

◆西山語録①「幹部は異論を出す責任がある」 
 幹部の役割とはトップから示された方針に対して、異論を出し見方の切り
口を増やすことであり、方針が確定した後はそれを理解し、実現に向けて努
力することである。日本社会では異論が反論と捉えられがちである。幹部は
反論ではなく異論を通じて、トップとは異なる角度からの視野を拡げ、最適
な方法の選択を促すべきである。また、その方針をいかに組織の実行部隊に
実行させ、展開させるかが、幹部の重要な仕事である。   （ＢＳＯ西山） 
                       

 

情報てんこもりは、弊社の協働活動（受託事業・企画事業・出版事業）のタイムリーな情報をいち早く多くの方々に知っていただ

く為に発信しております。（お問い合わせはｓｈｉｅｎｋｉｋａｋｕ＠ｂｓｏ．ｃｏ．ｊｐまで） 

詳しい記事やその他の情報は、ＢＳＯのホームページ http://www.bso.co.jp へ 

◆「デジタルパワーとアナログパワーの融合」 
  

 《日本の素晴らしさ》  
現代はほとんどがデジタ

ル化されており、それが企業

の競争力にもなっている。し

かし、デジタルパワーだけが

企業力とすれば、企業は画一

化されてしまう。デジタルな

発想だけでなく、アナログ的

な発想の重要性も見過ごさ

れてはならない。特に日本の

場合、国の特色としてアナロ

グ的な要素、例えば手作業の

精巧さや人間の感性を重視

する文化などが、国際的に高

く評価されている。日本の強

みはアナログな側面にあり、

それが日本の民族性であり

良さである。 

《デジタルパワーとアナログパワーのバランス》  

「デジタルパワー×アナログパワー」が日本のモノづくりが評価される基本となる。アナログパワーは人間の感

情がプラスに働くことによって生じる力であり、この力がデジタルパワーを増強したり、逆に減少させたりする。

デジタルテクノロジーの進歩に伴い、アナログの価値とデジタルの価値を上手く融合させる思考が必要になって

いる。 

 

◆霧研（幹部候補生育成研修）
２０２３年度終了式＆２０２４
年度開講式を開催しました！ 
高松にて、２０２３年度終了式

及び２０２４年度開講式を実施し

ました。各地から集まった２０２

３年度生と２０２４年度生が一堂

に会して、互いの経験や知見を共

有する貴重な機会になりました。

２０２３年度終了生たちには終了

盾が授与されました。彼らの各ス

テージでこれからの更なる活躍を

期待しています。２０２４年度で

はこれから１年間を通して、中核

人財として必要な実践考働技術の

修得に取り組んでいきます。 

◆西山語録②「現代企業は経済的活動だけでは存在できない」 
 ビジネスは経済活動であるが、それ以前に社会的存在物である。企業は社会と
の共存共栄を通じてその価値が評価される。売上は社会から与えられた存在権の
証であり、粗利は社会に受け入れられた戦略の成果である。  （ＢＳＯ西山） 

 


